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目標を持って、日々前進！   

        久留米地域４Ｈクラブ員による青年農業者会議を開催 

  12月11日に久留米普及指導センター管内の４Ｈクラブが集い、久留米地域青年農業

者会議を開催しました。この会議はクラブ員の資質向上を図るため、日頃取り組んで

いるプロジェクト活動の成果や意見発表を行い、指導農業士・女性農村アドバイザー・

青年農業士等に審査していただくもので、関係機関を合わせ42名が参加しました。 

 プロジェクト発表の部では、北野町４Ｈクラブの松林和希さんが、ホウレンソウの

品種比較試験と品目動向調査を、うきは市４Ｈクラブの佐々木禎晃さんが、黒ブドウ

の摘房時期の違いによる着色改善について発表しました。意見発表の部では、北野町

４Ｈクラブの相園朔真さんが経営継承・独立に向けて他の生産者の元で働き学んだこ

とについて、久留米市４Ｈクラブの仁田原亜衣さん（代読：飯田雄喜さん）が純国産・

非加熱蜂蜜の生産と普及に対する想いについて発表を行いました。優秀賞には、佐々

木さん・相園さんが選ばれ、両名は令和６年１月19日に開催される福岡県青年農業

者会議に出場します。 

また、当日はアリスタライフサイエンス社フィールドアドバイザーの嶽本弘之氏に

よる「ＩＰＭ概論と実践例」についての研修会を行い、天敵利用を主体とした病害虫

の総合的防除について理解を深めました。 

 普及指導センターは今後も将来の地域農業のリーダーとなる４Ｈクラブ員の支援

を行っていきます。 
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果樹畜産課 畜産係 

黒ブドウ着色改善について発表する佐々木さん 今後の決意を語る相園さん 


